
かがわ自主ぼう連絡協議会

会報 第 33 号 (2009 11)

事務局川西地区自主防災会

自分で守ろう大事なわが家
＜住宅の耐震診断のすすめ＞

私達の自治会館は５０年前に市内の小学校の校舎を再利用した建物です。室内は改

装しており、見たところ何も心配することは無いような状況です。しかし使用された

年数（小学校としての使用年数＋自治会館５０年）からして、次期南海地震には耐え

られないと考え、香川県建築士事務所協会へ相談させていただきました。

まずは耐震診断を受けてはどうですか？とアドバイスをいただき、私も費用、調査方

法をお聞きし、自治会員に同意をいただいた後、耐震診断を受けることになりました。

自治会館の床下、天井裏、壁の内部、屋根材等を数名による調査を行った結果、

「上部構造評点 東西方向 0.49 、南北方向 0.63 」倒壊の可能性が大

ということになりました。この結果を踏まえ、自治会の中で議論を重ね、「耐震改修」

を行うか、「新築」を行うか、費用対効果と更に将来展望も考え「新築」案を選びま

した。２０１４年の完成を目指して、資金計画、概案図の作成、木造 or 鉄骨構造か

など自治会建設委員会で検討中であります。

皆様のところはいかがですか？

＜情報提供：丸亀市川西地区中北自治会会長岩崎正朔＞
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